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平成28年度 水防専門家の派遣実績について

公益社団法人 全国防災協会

　当協会では、水防団・消防団、国土交通省OB等
を中心に水防技術に精通した専門家（Ｈ29. 1 現在　
115名）を派遣する制度を平成19年 2 月に創設しま
した。水防団等の水防に対する知識、技能の向上を
支援するため、水防管理団体等の要請に応じ水防訓

練等の講師として派遣しています。これまで、235
機関の要請に対し、延べ520人・日（Ｈ29. 3 .31現在）、
平成28年度は27機関の要請に対し、延べ64名の専門
家を派遣しています。

№ 派遣要請機関 派遣目的 派遣場所 派遣要請日 派遣回数 延べ　　
派遣者数 水防専門家名 備　　考

1 新潟県消防学校長 水防訓練講師 新潟県新潟市
28. 5 .20
28. 7 . 8

2 2 植　木　英　仁
1人× 2日
＝ 2人日

2
青森県西北県民局
地域整備部長

水防訓練講師
青森県五所川原市
岩木川河川敷

28. ４ . 9 ～
10

2 4
葛　西　喜美雄
三　浦　恵　一

2人× 2日
＝ ４人日

3 秋田市長 水防訓練講師
秋田市茨島七丁目
地内（雄物川右岸
河川敷）

28. 6 . 5 1 2
浦　部　康　悦
髙　橋　富　雄

2人× 1日
＝ 2人日

4
加須市・羽生市水防事
務組合管理者　　
加須市長

水防訓練講師
羽生市上新郷地先
上新郷河川防災
ステーション

28. 6 . ４ 1 1 茂　木　　　弘
1人× 1日
＝ 1人日

5
鳥取県県土整備部
河川課長

水防訓練講師
鳥取市西品治地内
（千代川右岸河川
敷）

28. 5 .15 1 3
永　田　瑞　穂
江　角　俊　明
大　輝　　　勝

3人× 1日
＝ 3人日

6
滋賀県土木交通部流域
政策局長

①水防研修会講師
②水防訓練講師

①滋賀県守山市今
浜町
②愛知川河川敷
（東近江市）

①28. ４ .27
②28. 5 .22

2 2 柗　永　正　光
2日× 1人
＝ 2人日

7
東北地整河川部
水災害予報センター長

水防技術競技大会
審査員

青森県八戸市長苗
代町地先（馬淵川
左岸高水敷）

28. 5 .29 1 3
井　上　博　泰
浦　部　康　悦
中　沢　重　一

1日× 3人
＝ 3人日

8 兵庫県尼崎市長 水防訓練講師 兵庫県尼崎市
28. 5 .18～

19
2 4

柗　永　正　光
福　井　　　保

2日× 2人
＝ ４人日

9 埼玉県行田市消防本部 水防訓練講師
埼玉県行田市消防
本部

28. 5 .28 1 1 茂　木　　　弘
1人× 1日
＝ 1人日

10 埼玉県川島町 水防訓練講師
川島町大字上大屋
敷地先

28. 5 .29 1 1 茂　木　　　弘
1人× 1日
＝ 1人日

11 埼玉県行田市 水防訓練講師
埼玉県行田市（加
須小学校裏利根川
堤防）

28. 7 . 2 1 1 茂　木　　　弘
1人× 1日
＝ 1人日

表− 1 　平成28年度 水防専門家派遣実績 （平成29年 3 月31日現在）
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№ 派遣要請機関 派遣目的 派遣場所 派遣要請日 派遣回数 延べ　　
派遣者数 水防専門家名 備　　考

12 秋田県由利本荘市 水防訓練講師 秋田県由利本荘市 28. 5 .22 1 1 菅　原　信　雄
1人× 1日
＝ 1人日

13
国土交通省
金沢河川国道事務所

水防訓練講師
石川県能美郡川北
町朝日地先

28. 6 . 2 1 2
本　田　　　武
井　上　　　明

2人× 1日
＝ 2人日

14
国土交通省
出雲河川事務所

水防訓練講師
島根県出雲市武志
町地先

28. 5 .28～
29

2 10

江　角　俊　明
大　輝　　　勝
西　村　　　明
土　江　秀　治
金　山　義　延

5人× 2日
＝10人日

15
国土交通省
甲府河川国道事務所

水防訓練講師
静岡県富士市木島
（富士市立富士川
体育館）

28. 6 . 6 1 4

河　野　俊　彦
天　野　久　一
芦　沢　義　仁
有　泉　　　昇

5人× 1日
＝ ４人日

16
埼玉県
行田県土整備事務所

水防訓練講師 埼玉県行田市 28. 6 . 1 1 1 茂　木　　　弘

17
埼玉県
北本県土整備事務所

水防訓練講師 埼玉県北本市 28. 6 .15 1 1 茂　木　　　弘

18
岡山県土木部
防災砂防課長

水防訓練講師 岡山県岡山市 28. 6 .17 1 2
木　下　善　雄
井　上　宏　司

2人× 1日
＝ 2人日

19
北海道開発局
旭川開発建設部

水防訓練講師
北海道名寄市砺波
地先

28. 6 .2４～
25

1 2 石　澤　　　寛
1人× 2日
＝ 2人日

20
帯広開発建設部
池田河川事務所

水防訓練講師
北海道中川郡真津
別町

28. 7 .21 1 2
葛　西　正　喜
平　野　正　則

2人× 1日
＝ 2人日

21
北海道開発局
函館開発建設部

水防訓練講師
北海道瀬棚郡今金
町

28. 7 .25～
26

1 2 酒　田　清　幸
1人× 2日
＝ 2人日

22
網走開発建設部
北見河川事務所

水防訓練講師 北海道北見市
28. 7 .21～

22
2 4

出　蔵　　　諭
石　澤　　　寛

2人× 2日
＝ ４人日

23
留萌開発建設部
留萌開発事務所

水防訓練講師 北海道留萌市 28. 8 . 2 1 1 佐　藤　明　正

24
留萌開発建設部
幌延河川事務所

水防訓練講師
北海道
天塩郡幌延町

28.10.1４ 1 1 出　蔵　　　諭

25
鳥取県岩美郡
岩美町

水防訓練講師
鳥取県
岩美郡岩美町

28. 9 .10 1 3
永　田　瑞　穂
福　田　州　夫
江　角　俊　明

3人× 1日
＝ 3人日

26 鳥取県中部総合事務所 水防訓練講師 鳥取県倉吉市 28. 9 .11 1 3
永　田　瑞　穂
福　田　州　夫
江　角　俊　明

3人× 1日
＝ 3人日

27
兵庫県県土整備部
河川整備課

水防技術講習会講
師

兵庫県神戸市 29. 2 .1４ 1 1 谷　田　登志晴

計 27 33 64
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水 防 専 門 家 派 遣 活 動 写 真

表− 2 　水防専門家 これまでの派遣実績 （平成29年 3 月31日現在）

年　度 派 遣 先
機 関 数 派遣回数 延べ人数

（人・日） 備　　　　　　　考

19年度 14 14 28 中国地方整備局 河川管理課　ほか

20年度 27 28 60 中国地方整備局 河川管理課　ほか

21年度 27 32 65 四国地方整備局 高知河川国道事務所　ほか

22年度 22 25 50 四国地方整備局 徳島河川国道事務所　ほか

23年度 24 26 49 四国地方整備局 香川河川国道事務所　ほか

2４年度 19 19 41 鳥取県 県土整備部 河川課　ほか

25年度 20 23 51 鳥取県 県土整備部 河川課　ほか

26年度 24 25 43 鳥取県 県土整備部 河川課　ほか

27年度 30 34 68 青森県下北県民局地域整備部　ほか

28年度 28 34 65 新潟県消防学校　ほか

計 235 260 520

※制度の発足は19年 2 月

平成28年 6 月15日
水防講習会 （ 講習 ）

（ 埼玉県北本県土整備事務所 ）

28年 5 月18～19日
平成28年度水防工法訓練（積み土のう）

（兵庫県尼崎市）
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河川管理施設の点検等
　河川管理施設を点検し、必要な補修等を行うとと
もに、許可工作物の施設管理者に対し必要な指導監
督等を行います。

その他
　ポスター・リーフレットの配布を通じ水防月間の
PR活動を行うなど、広く国民に向け水防の重要性
と水防に関する基本的考え方の普及を図ります。

水防訓練
⑴　総合水防演習
　警察・消防・自衛隊や関係自治体等と連携した大
規模な総合水防演習を行います。
　また、地元企業や自治会、NPOなど多様な主体
の参加とともに、見学者向けの体験コーナーの設置
や分かり易い水防工法等の解説を行うことで、地域
の水防意識の向上を図ります。
⑵　水防管理団体（市町村等）が行う水防訓練
　水防団や消防団を対象とした水防工法の知識の取
得と技術の体得のための水防工法訓練の開催が予定
されています。
⑶　水防技術講習会
　水防団や国土交通省職員を対象とした、河川管理
施設（樋門等）や災害対策車両（排水ポンプ車等）
の操作訓練等を行う水防技術講習会を開催します。

洪水予報連絡会等の開催
　国が水防管理団体や都道府県などの関係機関と連
絡会を開催し、洪水予報や水防警報といった水防活
動に必要な情報の伝達体制の確認をします。

水防団等と河川管理者による重要水防箇所の合同巡視
　水防団等と河川管理者が合同で巡視を行い、水防
活動のうえで特に注意を要す箇所（重要水防箇所）
や水防倉庫、水位観測所を確認し、洪水時の適切な
水防活動を行えるよう備えます。

　国土交通省では、防災・減災の取組の一環として、梅雨や台風の時期を迎えるにあたり、国民一人ひとりが水防の
意義及び重要性について理解を深められるよう、毎年 5 月（北海道では 6 月）を「水防月間」として定めています。
　今年度も関係機関と協力し、各地域において、総合水防演習等の水防訓練や水防団等と河川管理者による合同巡視
等、様々な取組を実施します。

【「水防月間」中の取組】

水防月間（ 5月 1日～ 5月31日）のお知らせ
～洪水から守ろうみんなの地域～

国土交通省水管理・国土保全局河川環境課

水防シンボルマーク
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地整等名 演　習　名 開 催 日 開　催　予　定　地

北海道開発局 平成29年度　釧路川総合水防演習・広域
連携防災訓練

6月17日㈯
9：00～12：00

釧路川水系釧路川左岸
（北海道川上郡標茶町ルルラン133番地先）

東北地方整備局 平成29年度　雄物川総合水防演習 5月28日㈰
8：30～12：00

雄物川水系雄物川右岸
（秋田県秋田市茨島地先）

関東地方整備局 第66回　利根川水系連合・総合水防演習 5月20日㈯
9：30～12：10

利根川水系利根川右岸
（埼玉県加須市新川通地先）

北陸地方整備局 平成29年度　荒川総合水防演習 5月27日㈯
8：30～12：30

荒川水系荒川右岸
（新潟県村上市荒川縁新田地先）

中部地方整備局 平成29年度　狩野川連合総合水防演習・
広域連携防災訓練

5月14日㈰
9：00～12：00

狩野川水系狩野川右岸
（静岡県三島市長伏地先）

近畿地方整備局 平成29年度　大和川水防・大阪府地域防
災総合演習

5月13日㈯
9：00～12：00

大和川水系大和川右岸
（大阪府藤井寺市川北地先）

中国地方整備局 平成29年度  天神川総合水防演習 5月28日㈰
9：00～12：00

天神川水系天神川左岸
（鳥取県倉吉市東巌城町地先）

四国地方整備局 平成29年度　吉野川・那賀川合同総合水
防演習

5月21日㈰
9：00～12：00

吉野川水系吉野川右岸
（徳島県徳島市住吉４丁目地先）

九州地方整備局 平成29年度　本明川総合水防演習 5月14日㈰
8：50～12：30

本明川水系本明川左岸
（長崎県諫早市八天町地先）

平成29年度総合水防演習　開催日程等
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「地域の水害危険性の周知に関するガイドライン」
の策定
～避難判断に資する情報を提供する河川の早期拡大を図ります～

平成２９年 ３ 月２４日　国土交通省水管理・国土保全局河川環境課

　国土交通省では、避難判断に資する情報を提供す
る河川の早期拡大を図るため、浸水想定の情報に浸
水実績を活用する等、河川の状況に応じた簡易な方
法も活用して、避難判断に資する浸水想定や河川水
位等の情報を市町村等に提供する方策をまとめた
「地域の水害危険性の周知に関するガイドライン」
を 3月24日に策定しました。
　平成28年台風第10号により、役場等の所在地に係
る中小河川※において逃げ遅れによる甚大な人的被
害が発生したことも踏まえ、このような河川につい
ては、今後 5年間で本ガイドラインによる簡易な方
法も活用した情報の提供を実施するよう、都道府県
に促していきます。
※当該河川が氾濫した場合に役場等があるエリアが浸水
すると想定される河川

◆ガイドライン策定の経緯
・平成28年台風第10号により、役場等の所在地に係
る中小河川において逃げ遅れによる甚大な人的被
害が発生したことも踏まえると、このような河川
でも都道府県が水位周知河川等に指定して、市町
村等に浸水想定や河川水位等の情報の提供を行
い、確実な避難の確保を図ることが必要です。

・一方で、都道府県管理の中小河川においては、洪
水浸水想定区域の検討や水位計の設置等に係る財
政的な制約や、避難等に要する時間を確保できる
ような氾濫危険水位の設定が困難である等の技術
的な制約から、水位周知河川等の指定に時間を要
する場合等があります。

・このことから、避難の判断に資する情報を提供す
る河川を早期に拡大するため、河川の状況に応じ
た簡易な方法等により、都道府県が市町村等に浸
水想定や河川水位等の情報を提供（水害危険性を
周知）する際の参考となるようガイドラインを策
定しました。

◆水害危険性の周知の進め方
・都道府県には、「水防災意識社会 再構築ビジョ
ン」に基づく協議会の場等も活用しつつ、具体的
にどの河川で、どのような方法で情報提供を行う
かを検討・調整いただき、今後 5年間で、役場等
の所在地に係る河川について、簡易な方法も用い
て水害危険性の周知をしていただくよう促してい
ます。

（本ガイドラインは、国土交通省のホームページよ
りダウンロードできます）
http://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/pdf/
suigaikikensei_guideline.pdf
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　詳細は、以下のURLを見て下さい。
http://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo03_ 
hh_000918.html

平成27年の水害被害額（確報値）を公表
～全国の水害被害の実態を把握し、河川に係る行政施策に活用～

平成２９年 ３ 月２２日水管理・国土保全局河川計画課記者発表

　国土交通省は、平成27年の水害被害額について、
確報値として取りまとめました。その結果、平成27
年の水害被害額は、全国で約3,900億円となり、平
成18年～27年の過去10カ年で 3番目に大きい被害額
となりました。
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会 員 だ よ り

　関東・東北豪雨を踏まえ、災害復旧事業の経験
者が不足している市町への支援をさらに充実する
ため、栃木県県土整備部技術職員退職者による、
市町に対する災害対応への支援を目的として、
「栃木県災害復旧技術アドバイザー制度」を創設
しました。
　具体的には、地震や豪雨等、異常な天然現象に
より公共土木施設が被災した際、市町の要請に基
づき、県が認定した「栃木県災害復旧技術アドバ
イザー」を（公財）とちぎ建設技術センターから派
遣し、市町が行う災害復旧活動の支援をボランテ
ィア活動として行い、もって円滑な災害復旧事業

の促進に寄与することを目的としています。
　平成29年 3 月23日県庁内において「栃木県災害
復旧技術アドバイザー制度」創設・認定書授与式
を執り行い、災害復旧技術アドバイザーに認定さ
れた 9名に、県土整備部長より認定書が授与され
ました。今後、出水期までには更に充実を図って
いきたいと考えております。
　また、今回の制度創設にあたりアドバイス等を
頂きました、関係各機関および各県の皆様には本
誌面をお借りして厚く御礼申し上げます。大変お
世話になりました。

「栃木県災害復旧技術アドバイザー制度」を
創設しました

栃木県県土整備部河川課

制度フロー
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会 員 だ よ り

問合せ先
栃木県県土整備部 河川課防災担当
ＴＥＬ：028-623-2445
E-mail：kasen@pref.tochigi.lg.jp2017年 3 月24日 下野新聞
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新任査定官プロフィール

氏　名　吉　野　広　郷

出生地　静岡県

家　族　 5人

趣　味　旅行

主な経歴

平1４．国土交通省採用

平2４．農林水産省農村振興局農村政策部中山間地域振興課課

長補佐

平26．国土政策局広域地方政策課広域制度企画室専門調査官

平28．水管理・国土保全局防災課災害査定官

　 ４月より着任しました吉野と申します。

　自らの研鑽に努め、被災地域における早期の災害復旧のために全力で取り組んで参ります。

　どうぞ、よろしくお願いいたします。

氏　名　丸　山　日登志

出生地　埼玉県

家　族　独身

趣　味　サッカー観戦

　　　　街歩き（食べ歩き）

主な経歴

昭60．建設省採用

平2４．関東地方整備局河川部河川計画課課長補佐

平26．関東地方整備局荒川下流河川事務所地域防災調整官

平27．関東地方整備局霞ヶ浦導水工事事務所副所長

平29．水管理・国土保全局防災課災害査定官

　 ４月に災害査定官に着任しました丸山と申します。

　被災地域における迅速な災害復旧に向け努めていきたいと思います。

　どうぞ、よろしくお願いいたします。

氏　名　石　浜　康　賢

出生地　福岡県

家　族　 ４人（妻、息子 2人）

趣　味　海外旅行

　　　　散歩

主な経歴

昭62．建設省採用

平25．関東地方整備局道路部道路計画第二課課長補佐

平27．関東地方整備局相武国道事務所副所長

平29．水管理・国土保全局防災課災害査定官

　近年大きな災害が増えていることもあり職務の重要性をひしひしと感じています。

　初心にかえって一生懸命努めたいと思っています。よろしくお願いいたします。

氏　名　喜
よし

　元
もと

　　　亨

出生地　大阪府

家　族　 3人

趣　味　スポーツ観戦・観劇

　　　　読書

　　　　卓球

主な経歴

平 3．鹿児島県採用

平28．鹿児島県土木部都市計画課生活排水対策室技術補佐

平29．水管理・国土保全局防災課災害査定官

　 ４月に災害査定官に着任しました喜元と申します。

　災害の早期復旧に向け、都道府県・市町村の皆様と一緒に取り組んでいきたいと考えてお

ります。

　また、技術力を高めることを心がけながら、業務に取り組んでいきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。
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自然災害カレンダー（ 5 月） 　
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平成28年　発生主要異常気象別被害報告 平成29年 ４ 月1４日現在（単位：千円）
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